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一関地域医療連携学術講演会について
　11月26日、ベリーノホテル一関にて「一関地域医療
連携学術講演会」が行われました。講師には、山形県
酒田市にあります日本海総合病院 院長の島貫隆夫先
生をお迎えして「人口減少地域における地域医療情報
ネットワークの活用」についてご講演いただきました。
　山形県酒田市では、2008年に、２つの公立病院の統
合再編をきっかけに地域医療の全体最適化が始まった
そうです。それに伴い、2011年に地域医療情報ネット
ワーク「ちょうかいネット」の稼動が始まりました。
この「ちょうかいネット」とは、病院・診療所、歯科
診療所、薬局、福祉施設、訪問看護ステーションなど
がインターネット回線を用いて医療情報を共有するシ
ステムです。このシステムを導入することによって、
（1）医療情報を共有することにより一貫した医療が
可能となり、（2）重複した薬の処方、検査を防ぐこ
とができます。
　導入後は、診療所医師から「紹介患者の入院治療経
過がリアルタイムでわかる」「患者さんに補足説明が
できる」、ケアマネージャーからは「情報が早く、退
院調整等に役立てられる。タイムリーに治療内容、リ
ハビリ状況を確認できる」「情報が正確で、処方内容
を把握でき、さらに介護保険やその他の制度介入につ

なげることができる」「退院前に情報を把握でき、よ
り適切なケアプラン作成に役立つ」などたくさんの意
見がよせられているそうです。退院後の生活の質を高
められるだけではなく、緊急手術の早期受入や放射線
医療機器共同利用などにも波及効果がみられたとのこ
とです。
　今回のテーマは地域の医療福祉関係者からの関心も
高く、診療所・病院、薬局、福祉関係者計79名の参加
をいただきました。一関地域では、「未来かなえネッ
ト」というシステムが導入されつつあります（次頁下
段。当院は、2018年4月より参加）。みなさんご存知
でしょうか？　両磐地区の住民参加率は2019年11月30
日現在、一関市442名（0.3％）、平泉町77名（1％）
となっています。医療福祉機関が医療情報を共有する
ためには、住民の方が「未来かなえネット」へ参加登
録する必要があります。申請書は「未来かなえネッ
ト」のホームページからダウンロードが可能です。ま
た、各参加医療機関へ配布されています。これを機会
にご興味がある方は登録を検討していただければと思
います。
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第16回　NHO岩手病院　公開セミナー開催
　12月10日、「認知症とくすり～すべてのくすりに
目を向けてみよう～」と題し、当院の薬剤師 氣仙拓
也さんを講師として公開セミナーを行いました。氣
仙先生は、以前「パーキンソン病のくすり～観か
た・効きかた・使い方～」という題でも講演してい
ただき大変好評でした。今回も、開業医の先生・
訪問看護師・保健師・ケアマネジャー・ホームヘル
パーなど計31名が参加しました。今回のセミナーで
は、認知症に対する薬だけではなく、認知機能低下
の恐れのある薬やかかりつけ薬局との連携の重要性
についても話があり、アンケート結果でも「大変参
考になった」と好評でした。
　このセミナーには通所介護・訪問介護・福祉施設ス
タッフなどの方々の参加も最近は増えてきており、と
ても嬉しく思っています。今後も現場の方々のニーズ

に合うようなテーマで開催していこうと思いますので、
是非ご参加下さい。
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未来かなえネット　https://www.kanaenet.com


